G enkiLife

S APC1 (U VERfL Ser355) wHXRY Y 0—F Ll
#4045 &S: APRab04244

RRER D H

=

L

BE

SR

RISt

1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

o H
wRiEE
H7E

mREE
BEFE
RS

iB{zFID
SwissProt ID

RER

g
Al

JHFRY S O—FILHR

Sc&E

IHC,ICC/IF,ELISA

Eb ¥R

E[=2544

VB

I9G

RUSBO—FIL

RIR

Tmg/ml

F7Ya—hkL, 200CTHRELTLESL (12 7BEY) . RE/RBRYA /LRI T ES
A%

KEE

50% 7 Uta—Il, 0.5% {FESR /80 E, 0.02% 5421 THEH N £5¢ PBS .
FTI4=T 41— R

IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:10000

ANAPCT1

ANAPC1; TSG24; Anaphase-promoting complex subunit 1; APC1; Cyclosome subunit 1;
Mitotic checkpoint regulator; Testis-specific gene 24 protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、後期促進複合体のサブユニットをコードします。この複合体はE3ユビキチンリガーゼであり、タンパク質をユビキチン化して分解することにより、細胞周期の中期から後期への進行を制御します。[RefSeq提供、2011年12月],機能：細胞周期制御性E3ユビキチンリガーゼである後期促進複合体/サイクロソーム（APC/C）の構成要素であり、細胞周期の有糸分裂およびG1期の進行を制御します。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,PTM：リン酸化。Ser-355のリン酸化は、有糸分裂中に特異的に起こります。,類似性：APC1ファミリーに属します。,類似性：4つのPCリピートを含みます。,サブユニット：APC/Cは少なくとも11のサブユニットで構成されています。,
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;卵母細胞減数分裂;ユビキチンを介したタンパク質分解;プロゲステロンを介した卵母細胞成熟;
	画像データ
	

	APC1（リン酸化Ser355）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	APC1（リン酸化Ser355）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

